
第 34 回  理事会議事録 
 

一般社団法人 大阪金属プレス工業会 

 

１．理事会の名称 

第 34 回理事会（一般社団法人移行後） 

 

２．理事会召集日 

令和 8 年（2026 年）3 月 23 日（月）文書を各理事・監事・顧問・経理顧問に送達 

 

３．開催日時 

令和 8 年（2026 年）4 月 21 日（火）18:00～19:15 

 

４．開催場所 

たかつガーデン 2 階 「ガーベラ」 大阪市天王寺区東高津町 7-11 

 

５．出席者      

理事：林  秀昭、西村 哲也、関  健一、朝田 武志、島田 真輔、岡野 隆一、笠谷 昌宏、 

河原 正和、多田 修、中辻 将喜、新川 弘二、西山 高史、野々垣 恵介、橋本 達也 

監事：濵田  惠、戸田 正和 

顧問：安井 賢治    経理顧問：西山 奈津子    事務局：福岡 栄治 

 

６．理事会成立報告 

定款第 29 条により、理事の過半数の出席があり成立が報告された。 

（出席理事 14 名／理事総数 17 名） 

 

７．議長の選出 

定款第 28 条により、議長として林代表理事が選任された。 

 

８．議事録署名人の選出 

定款第 30 条により、議事録署名人として林代表理事、濵田監事および戸田監事が選出された。 

 

９．議事の経過及び議決の結果 

【 議事 1 】 

令和 7 年度 事業報告、収支決算報告について、事務局から説明があった。 

・令和 7 年度収入におけるトピックスとしては、懇親会費の増額は、賀詞交歓会の懇親会

負担額増額の影響であった。 

・令和 7 年度支出におけるトピックスとして、給与手当、顧問料・出稿業務分担金、いわ

ゆる人件費の増額がある。これは時給や月額負担額の増額、顧問料の新規負担などが影

響している。 



・支出としてリース料が倍増しているが、コピー機の複数年におよぶ再リースをやめ、新

規複合機を更新したため、リース料が月払いとなった。 

・雑費の大幅増額の理由は不明で、追って確認することとした。 

（のちの調査で事務所内整理~不要品の廃棄、いわゆる断捨離の廃棄費用が大半を占め

ることが判明した） 

 

【 議事 2】 

令和 7 年度の会員異動状況について、事務局から報告があった。  

・入会 4 社、退会 2 社であった。 

 

【 議事 3 】 

各委員会から令和 7 年度の活動トピックスの報告があった。 

・総務・経営委員会； 工場見学、社員総会等 

・なお、令和 8 年度より総務・経営委員会を、総務委員会、経営委員会に分離して運営す

ることとした 

⇒総務委員会（委員長は平理事）：総会・理事会、忘年会・新年会などの企画~運営等 

⇒経営委員会（委員長は中辻理事）：国内工場見学、海外視察などの企画~運営等 

・安全・技術委員会（委員長は朝田副会長が兼任）：金属プレス研修塾、技能検定等 

 

【 議事 4 】 

令和 8 年度 事業計画（案）、予算（案） について事務局から提案があった。 

・令和 8 年度収入におけるトピックスは、特になく、原則令和 7 年の実績を横スライドす

ることとした。 

・令和 8 年度支出におけるトピックスとして、①令和 7 年に引き続き、給与手当、顧問料・

出稿業務分担金、いわゆる人件費の増額、②リース料としてサーバーを複数年における

再リースから更新（月額支払い）、③賃借料として、事務所賃料の大幅増額があり、①~

③は決定しており、減額の余地はないと考える。 

・したがって、今年度も、コスト意識を高めた日常運営に注力することとした。 

 

【 議事 5 】 

令和 8 年度 役員の一部変更について事務局から提案があった。 

・林代表理事より、諸般の事情により代表理事辞任の意向があり、本会でこれを承認した。 

（辞任は理事会承認事項） 

・林代表理事辞任に伴い、島田副会長を次期代表理事に推薦することを決定した。 

（推薦・決定は総会承認事項） 

 

 

 

 

 



以上の決議を明確にするためこの議事録を作成し議長及び議事録署名人がこれに記名押印する。 

 

令和 8 年（2026 年）4 月 21 日 

 

 

 

議事録署名人（代表理事）                印 

 

 

 

議事録署名人（監  事）                印  

 

 

 

議事録署名人（監  事）                印  


